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運転開始期限を超過した場合の取扱いについて

 10月15日の第９回再エネ大量導入・次世代電力NW小委において、運転開始期限による規律が働かず長期
間運転開始しない事業用太陽光発電については、再生可能エネルギーの最大限の導入と国民負担の抑制と
の両立を図るというFIT法の趣旨に反することから、

 認定当時のコストを前提にした高い調達価格ではなく、運転開始のタイミングに合わせて、改めて、
その時点で運転開始する事業のコストを反映した適正な調達価格を適用する（送配電事業者が「送配
電事業者への系統連系工事の着工申込み」を不備なく受領した日を今回の措置の適用基準点とする）
とともに、

 早期の運転開始を担保するための措置を講じる

方向が取りまとめられた。

 この中で、着工申込みを行った案件についても、既に運転開始期限が設定されている（接続契約の締結が
遅かった）他の案件と同等の着実な早期稼働を担保するためには、適時の調達価格の適用に併せて、運転
開始期限を設定することが必要であるとされ、具体的には、
 施行日より前に着工申込みが受領されたものについては、今回の措置の施行日から
 施行日以後に着工申込みが受領されたものについては、最初の着工申込みの受領日から
起算して、１年間の運転開始期限を設定することとされた。現在、同小委での取りまとめを踏まえ、パブ
リックコメントが実施されているところ。

 こうした対応の中で、運転開始期限を超過した場合の取扱いについては、本委員会で検討を行うこととさ
れている。
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運転開始期限を超過した場合の取扱いについて

 一昨年度の本委員会においては、太陽光発電に３年間の運転開始期限が設定された際に、その期限を超過
した場合の取扱いについて議論した。①認定時の価格から調達価格を毎年一定割合下落させるか、②調達
期間を短縮させる、という２つのオプションを検討した上で、調達期間を超過期間分だけ月単位で短縮さ
せることを決定した。

 また、昨年度の本委員会では、新たに運転開始期限が設定された太陽光発電以外の電源についても、同様
の取扱いとすることとした。

 今般の未稼働案件への対応において運転開始期限を超過した場合の取扱いについても、これまでの例と同
様に、運転開始期限を超過した場合は、調達期間を超過期間分だけ月単位で短縮することとしてはどうか。

2

＜運転開始期限を超過する場合の措置のイメージ（※）＞

0年目
6月

1年目
3月 6月

2年目 3年目
8月

20年目 21年目
3月 6月

運転開始期限 期限超過時のFIT買取期間終了

運
転
開
始

運
転
開
始

２０ 年 間

１７年１０ケ月間
運転開始期限を

2年2ヶ月超過した場合

運転開始期限を
超過しない場合運

転
開
始
期
限

の
起
算
日 ２年２ヶ月間

・施行日より前に着工申込みが受領されたものについては、今回の措置の施行日
・施行日以後に着工申込みが受領されたものについては、最初の着工申込みの受領日

（※）運転開始期限が起算日より１年となる場合



3（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論①



4（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論②



5（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論③



6（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論④



7（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論⑤



8（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論⑥



9（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論⑦



10（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論⑧



11（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論⑨



12（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論⑩



13（参考）再エネ大量導入・次世代電力NW小委における議論⑪


